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.１．コーパス構築の概要
2007～2009年度科学研究費補助金基盤研究（B）

「韓国語語彙辞書データベース構築と外国語サイバー・ユニバーシティ用韓国語Web辞書開発」

「韓国語教材における語彙使用頻度調査研究」

　　　 
「韓国語教科書データベース（KTコーパス）」

【図1】基盤研究（Ｂ）プロジェクト内の位置づけ
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２．語彙頻度調査の調査方法

２．１．調査対象
長谷川・李(2006)で調査対象とした教科書のうち1999以前発行のものを除外。

国際文化フォーラム(2004)に鑑みて大学で多く使用されていると考えられるもの。

※韓国の大学付属語学教育機関発行の教科書は含められなかった
２．２．データ入力

教科書の中で授業を通じて学習者へのインプットとして機能すると考えられる韓国語
⇒本文，文法説明に使用された語・文，練習問題（変形，作文等の解答）
コラム中に示された語・文，ハングルで書かれた課数・ページ数・コラム見出し

対象外：・文字・発音練習のみが目的の無意味語

・教科書の書名，前書き，目次，巻末資料。
　・本文や当該課の語彙一覧（ただし，本文中にない新たな語句と，本文の新出語彙そのものを練習問題としている場合は対象とした）
　・単独で示された助詞・語尾などの文法要素

２．２．調査単位

　　　　　長谷川・李(2006)の「語彙的学習項目」の考え方を踏襲。
・学習者にとって一塊の学習対象となると考えられる語彙的形態
例）어느 것, 다음 주, 앞으로, 일본 사람, 드시다, 당첨되다, 그럼요
・ただし，定型文(例：연세가 어떻게 되십니까?)，連語(例：마음에 들다)，代名詞と助詞の縮約形(例：이걸)は切り分けた
・同形異語および多義語の主要な意味項目を区別

　　　例）(편지를)쓰다⇔(도구를)쓰다,  (여행을)가다⇔(맛이)가다
２．３．同形異語および多義語の意味項目
・「外国語サイバー・ユニバーシティ用韓国語Web辞書」の同形語番号および意味番号に基本的に一致（現在は参照困難？だが，同形語・意味番号一覧あり）
２．４．形態素分析と品詞タグ付与

↓21세기세종계획「지능형 형태소분석기」2001により分析・タグ付与　
↓分析・タグ付与の誤りを手修正するとともに品詞表示を修正

↓形態素に分析されたものを「語彙的学習項目」に修正

↓同形語番号および意味番号を付与
２．５．頻度集計とランク付け

↓各資料中に占める当該語彙項目の出現比率を算出

↓初級相当部分・中級相当部分・全体のグループごとに，各語彙項目の出現率の平均を出し，上位から10％ずつABCのランク付け
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教科書高出現頻度語彙　抽出による「教育基幹語彙」の選定（本研究）





Web辞書の構築





教科書データベース（KTコーパス）構築





活用形から引く韓国語辞書システム構築





サイバー・ユニバーシティ用「韓国語Web学習辞書」の記述





データを利用








